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がん検診事業の評価基準 

 

１ がん検診のための事業評価チェックリスト（市町用） 

  評価の対象は、次の各項目とする。 

 (1-1)胃がん検診（胃部エックス線検査）のためのチェックリスト（市町用）：53項目 

 (1-2)胃がん検診（胃内視鏡検査）のためのチェックリスト（市町用）：53項目 

 (2)大腸がん検診のためのチェックリスト（市町用）：53項目 

 (3)肺がん検診のためのチェックリスト（市町用）：56項目 

 (4)乳がん検診のためのチェックリスト（市町用）：53項目 

 (5)子宮がん検診のためのチェックリスト（市町用）：56項目 

 

  評価は、がん検診のためのチェックリストの項目中、満たしている項目数を加算し、度合いで

次のＡからＺの５段階に分類する。 

Ａ．「項目」を全て満たしている。 

Ｂ．「項目」を一部満たしていない。（1～6項目満たしていない。） 

Ｃ．「項目」を相当程度満たしていない。（7～12項目満たしていない。） 

Ｄ．「項目」から極めて大きく逸脱している。（13項目以上満たしていない） 

Ｚ．報告がない。 

 

２ がん検診のための事業評価チェックリスト（検診実施機関用） 

  評価の対象は、次の各項目とする。 

 (1-1)胃がん検診（胃部エックス線検査）ためのチェックリスト（検診実施機関用）：26項目 

 (1-2)胃がん検診（胃内視鏡検査）ためのチェックリスト（検診実施機関用）：21項目 

 (2)大腸がん検診のためのチェックリスト（検診実施機関用）：21項目 

 (3)肺がん検診のためのチェックリスト（検診実施機関用）：38項目 

 (4)乳がん検診のためのチェックリスト（検診実施機関用）：23項目 

 (5)子宮がん検診のためのチェックリスト（検診実施機関用）：29項目 

 

  評価は、がん検診のためのチェックリストの項目中、満たしている項目数を加算し、度合いで

次のＡからＺの５段階に分類する。 

Ａ．「項目」を全て満たしている。 

Ｂ．「項目」を一部満たしていない。（1～4項目満たしていない。） 

Ｃ．「項目」を相当程度満たしていない。（5～8項目満たしていない。） 

Ｄ．「項目」から極めて大きく逸脱している。（9項目以上満たしていない） 

Ｚ．報告がない。 

 


